平成21年７月21日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デトロイト総領事館
ファーミントンヒルズ市内における強盗事件の発生

　７月15日、ファーミントンヒルズ市内北西部において２件の強盗事件・窃盗未遂事件が発生しました。現場はどちらも安全と思われていた地区において深夜に発生しています。どんなに安全と思われる地区であっても夜間には十分な注意が必要です。

１．窃盗未遂事件

（１）発生日時　7月15日（水）午前２時頃

（２）発生場所　ファーミントンヒルズ市北西部の住宅街

（３）被害者　　日系企業に勤務する人物の家庭

（４）被害      なし 

（５）発生状況　深夜に犯人が一戸建ての家に侵入しようとして、物音に気がついた家人とガラス越しに目が合うと逃げていったもの。

（６）本件は下記事件を調査するために警察に電話したところ判明した。個人情報であるため住所等の詳細は教えられなかったが、被害者は日系企業の社員である。日本人ではない非米国人。

２．強盗事件

（１）発生日時　7月15日（水）午後10時頃

（２）発生場所　ファーミントンヒルズ市北西部のインダストリアルエリア

（３）被害者　　日系企業に勤務する米国人

（４）被害

（イ）人的　　顔面に切り傷と打撲

　（ロ）物的　　携帯電話１台

（５）発生状況　午後10時頃仕事を終えて、車で駐車場を出て最初の交差点において一時停止したところ、どこかに隠れていた犯人が現れてけん銃を突きつけて財布を要求された。断ると犯人からけん銃で顔面等を数回殴打され、犯人は携帯電話だけを奪って逃げていった。

（６）ファーミントンヒルズ市警察によると被害者は最初に別の警察に行ってしまったことから、事件発生から約１時間後にファーミントンヒルズ市警察が現場を確認した。現場はインダストリアルエリアで関係者以外の通行はなく、夜間には人通りがなくなる場所である。

３．警察からの説明事項

（１）夜間はどんな安全な地区であっても周囲に注意し、自宅や自動車は施錠すること。

（２）運悪く強盗事件にあったら、犯人の特徴をよく覚えて、その場で911に電話すること。

（３）２件の事件の関連性は現在のところ見られない。日系企業関係者を狙った犯行とは考えていない。
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